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<論文内容の要旨>
本研究は、子どもの社会化機能を担う母親の子どもに向けた発話、いわゆる「母親のしつけこ
とば」を研究対象とした。母親のしつけことばは、子どもの社会化に影響を及ぼす重要な要因で
あり、やがて子どもに内面化され行動規範を形成し、社会性の発達の基盤となるものだと考えら
れる。すなわち、しつけ場面で示される母親のしつけことばは、 Vygotsky の「精神問機能」の観
点からみれば、子どもの行動を支える役割をもっと同時に、子どもの行動を規制する「内なるこ
とば」へと移行していくものであると考えられる。本研究では、このような立場から家庭におけ
る子どもの社会化に寄与する母親のしつけことばの特徴、ならびに子どもにおける母親のしつけ
ことばの認知とその効果を検討した。
本論文は、 5 部から構成されている。各研究の結果の概要は以下のとおりである。
第 I 部「しつけことば研究の理論と課題」は 4 つの章から構成される。第 1 章では、しつけこ
とば研究の背景と本論文で明らかにしようとするしつけことばの概念定義ならびに研究領域につ
いて言及した。第 2 章では、これまでの母子研究のなかで展開された愛着や養育態度、言語的相
互作用の研究を振り返り、社会化機能を担う母親のしつけことばに注目し、しつけことばの特徴
を明らかにすることが課題として残されていることを示した。第 3 章では、本研究の方法論的立
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場である社会文化的アプローチから本論文で扱う論点を整理し説明した。第 4 章では、本研究の
課題と仮説を示した。
第 E 部「しつけことばの基礎的研究」は 3 つの章から構成される。第 5 章では、子どもの言語
発達の順序を検証する実験を実施し、言語発達には順序性があることを確認した。第 6 章では、
子どもの言語発達を支援する母親の発話について実験を行い、第 5 章で示された子どもの言語発
達の順序性は母親の発話に依拠していることを確認した。続いて、子どもにおいて最も獲得が早
く母親も命名によく使用する言語(物の名称)の特性に関する調査・実験を行い、「手がかり有効
十生」と「認知的効率性」について確認した。第 7 章では、絵カードを用いた実験によって、母親
の幼児への発話は子どもの発達段階に応じて変化すること、その変化の背景には、子どもをより
高い言語発達段階に移行させようとする母親の発達支援的意図、すなわち教育機能が働いている
ことが示唆された。以上、言語獲得支援システムに見られる母親ことばには、特徴として「理解
容易性J I有効性」、発達段階に適合した「教育機能性」があり、それらはしつけことばの基礎的
要件と考えられる。
第E部「母親のしつけことばの特徴」は 4 章で構成される。第 8 章では、幼児期のしつけこと
ば尺度の項目選定を試みた。子どもの保育を職務とする保育士 93 名を対象に調査し、保育士のし
つけことばは 4 因子構造で、保育経験差は認められないことが分かつた。第 9 章では、幼児を養
育中の母親 312 名を対象にしつけことば尺度、父親の育児参加並びに母親の育児感情を調査した。
その結果、母親のしつけことばは、子どもの行為を認める「達成支援的しつけことば」、罰や脅し
などにより子どもの行為を禁止・強要する「強制的しつけことば」、子どもに任せる「自主性尊重
のしつけことば」から構成されていること、保育士のしつけことばほど細分化されていないこと、
父親の育児参加が高いと達成支援的しつけことばが多くなり、育児やりがい感が高くなることが
明らかとなった。第 10 章では、幼児を養育中の両親 300 組を対象に、共感性としつけことばとの
関連について調査した。その結果、母親の共感性としつけことばとの関連では、愛情欲求場面よ
り自立欲求場面で、共感低群は共感高群より拒否的しつけことばを多く示すことを確認した。第
11 章では、幼児を養育中の母親 284 名を対象に行った子ども行動調査 CBSQ) で子どもの気質診
断を行い、しつけことばとの関連を見た。その結果、子どもの気質によって母親のしつけことば
には違いが認められた。つまり「扱いが難しい」と「普通だがやや扱いが難しい」気質の子では、
「育てやすい」気質の子より母親から強制的しつけことばを引き出しやすいこと、彼らはまた、「育
てやすい」と「ごく普通」の気質の子より一貫性の欠如したしつけことばも引き出し易いことが
明らかになった。
第W部「子どもにおけるしつけことばの認知とその効果」は 4 つの章から構成される。第 12 章
では、小学 4 ・ 6 年生 232 名を対象に、異なる文脈でのしつけことばの認知と対処行動、子どもの
教 170
返しことばを調査した。子どもの返しことばは 15 のカテゴリーに分類され、それに基づき言語的
反発得点と言語的弁明得点が算出され文脈差との関連をみた。その結果、子どものしつけことば
の認知と返しことばは場面規定性が強いこと、返しことばと対処行動は事離することが示された。
第 13 章では、ルーティン化した宿題場面に限定し小学 4 ・ 6 年生、中学 2 年生 245 名を対象に調
査し、母親のしつけことばのもつ脅威と子どもの動機(行動の意図)がしつけことばの認知や子
どもの対処行動に異なる影響を与えることを確認した。また、しつけことばを受けたときの心理
的反応には性差はないが、返しことばでは女子の方が男子より多いという性差が認められた。第
14 章では、しつけことばの効果としては、子どもの自尊感情と環境への主体性とみられる自己効
力感との関連からその影響を確認した。
第V部「本研究の結論と今後の課題」は、 2 章から構成される。第 15 章では、これまでの 10 の
研究を通覧して何が明らかにされたかを総括した。第 16 章では、子どもの社会化に寄与する「し
つけことばモデ、ル」を提案した。最後の節では、本論文の今後の課題として、方法論に適した分
析方法の開発、しつけことばの熟達化過程についてのより詳細な検討、非言語コミュニケーショ
ンを含めたしつけことば分析の必要性などについて述べた。
<論文審査の結果の要旨>
発達心理学の領域では、古くは 1930 年代から母親の養育態度が子どもの発達にどのような影響
を及ぼすかという観点から多くの研究が行われてきた。また、 1970 年代以降、母親のことばかけ
が子どもの言語獲得にどのような影響を及ぼすかといった研究も多く行われてきている。しかし、
これら 2 つの研究の流れを統合し、母親の具体的な「しつけことば」が子どもの社会性の発達に
どのような影響を及ぼすのかといった観点から行われた研究は意外に少ない。古くは社会階層に
よって、母親が用いることばの特徴が異なることを示した Bernstein (1961)の研究が見られるが、
その後、この領域での研究はあまり進んでいないと言える。
そのような現状において、本論文は、母親の「しつけことば」に着目し、①母親のしつけこと
ばの特徴、②共感性などの母親の特徴によるしつけことばの違い、③気質など子どもの特徴によっ
て変化する母親のしつけことばの特徴、④母親のしつけことばに対する子どもの認知を明らかに
しようとしたものである。
本論文の優れた点としては、第 1 に、従来の育児語 (motherese) 研究の流れを踏まえた上で、
母親のしつけことばの特徴を明らかにするとともに「しつけことば尺度」を作成した点にある。
この尺度は、今後のこの領域で研究を進める際の標準的な尺度になりうると考えられる。
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第 2 に、優れた点としてあげられるのは、本論文では母親の特徴(共感性)だけでなく、子ど
もの気質といった子ども側の要因によって、母親のしつけことばの特徴がどのように変化するの
か明らかにした点である。従来、母子関係の研究では、母親が子どもに与える影響について焦点
が当てられることが多かった。しかし、実際には、母子相互作用という用語に示されるように、
母親が子どもに影響を与えるだけではなく、子どもが母親に影響を与えていると考えられる。本
研究では、そのような双方向の影響の存在を明らかにしているという点で、しつけことばに限ら
ず、母子相互作用研究に新たな知見を提供していると言える。
第 3 に、本論文では、母親のしつけことばの特徴の分析にとどまらず、それが子どもにどのよ
うに認知され、行動規範が形成されるのかという点に関する「しつけことばの発達段階モデ、ル」
を提案している点である。このモデルでは、乳児期から青年期に至るまでを 4 つの段階に区分し、
母親のしつけことばと、子どもの社会性と自我の発達、他者関係の発達との関連が描かれている。
本論文の問題点としては、①「しつけことばの発達段階モデ、ル母親のしつけことばと社会性
の発達の概念図J r共感性と指導性の 2 軸からなるしつけことばの 4 つのスタイル」といった 3 つ
のモテ、ル図の相互関係が十分に示されていないこと、②子どもの発達に伴って、母親以外の社会
化エイジェントが子どもの社会性の発達にどのような影響を及ぼすのかという点についての考察
が十分ではないことが指摘できる。これらの点については、今後の実証的研究の成果を踏まえ、
モデ、ルに組み込んでいくことが課題として残されている。
以上のような課題もあるが、本論文は、 10 の研究を通して得られた実証的データに基づき、母
親のしつけことばの特徴とその効果に関する新たな知見を提供するとともに、母子相互作用研究
にも貴重な資料を提供している点で、高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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